
                                   

 

 

新斎場建設地再検討方針について 

 

背景・目的 

 

新斎場建設地は、平成２８年１月に岩舟町三谷の市有地「南部清掃工場跡」に決定

し、平成３３年度末の供用開始を目標に事業を進めている。 

こうした中、平成３０年６月以降、寺尾地区自治会連合会（別紙１）や西方地域住

民有志（別紙２）から建設地の見直しを求める陳情書が提出されたほか、ふれあいト

ーク（別紙３）においても同様の意見が出された。 

また、平成３０年８月２８日には、南部清掃工場跡西側において、新たに２ヵ所の

土砂災害警戒区域（急傾斜地の崩壊）が指定された。 

こうした状況に対応するため、建設地の再検討を行う。 

 

 

建設地（南部清掃工場跡）に関する意見 

 

 ・位置的に市の中心点から遠くバランスが欠け不公平である。（利便性） 

 ・道路の冬季凍結や土砂災害警戒区域であり不安である。（安全性） 

 

 

再検討の方針 

 

 ・斎場再整備検討委員会において絞り込みを行った４候補地のうち、岩舟運動公園

東側を除く３候補地（皆川城内高速南・現斎場及び周辺・南部清掃工場跡）を再

検討の対象とし、候補地選定会議（副市長及び部長級）において検討を行う。 

 

 ・各候補地については、前回検討案に区域等の検討を行うことにより、より実現性

のある計画とする。 

 

 ・検討にあたっては、市民からの意見による①利便性②安全性に加え、③経済性、

④スケジュールを含め、４つの視点から評価を行う。 

 

 ・各候補地の比較を行った上で、建設地見直しについて判断を行う。 

 

 

三谷地区要望対応の考え方 

 

 ・三谷地区要望については、これまでの経過を踏まえ対応したい。 
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斎場再整備事業これまでの経過

１ 現斎場の概要

現斎場の概要

①施設の老朽化
②火葬需要の増加への対応など

現斎場の主な課題

必要敷地
面積決定

基本計画における敷地面積の試算に基づき、
必要敷地面積を概ね１９，０００㎡以上と決定

現斎場の敷地だけでは改築不可能である

ことから、新たな候補地の検討を開始する。

（３）新斎場候補地の選定方針の決定

① 基本構想策定（平成２５年３月）
→斎場再整備の基本的な考え方など

② 基本計画策定（平成２６年６月）
→施設整備に必要な具体的な事項や選定方針など

（２）斎場再整備基本構想及び基本計画

（１）車移動時間を考慮したエリアの抽出
→ 西方、藤岡支所の直線距離の中間点から南北に５ｋｍかつ主要幹線道路に沿った

東西５ｋｍのエリア内
（２）幹線道路からのアクセスを考慮したエリアの抽出

→ （１）で抽出したエリアの中から、主要幹線道路及び主要幹線道路に接続する県道
や広域農道等の両端１ｋｍのエリア

（３）斎場設置に適さない地域を除外（市街化区域や公園緑地等）

１次スクリーニング

２次スクリーニング

（１）候補地の抽出（１次スクリーニングの結果を基に複数の候補地を抽出）
（２）候補地の評価
（３）現地踏査、概略造成計画等
（４）候補地の絞り込み（数カ所の候補地に絞り込み）
（５）最終候補地の決定（詳細な検討を行い、最終候補地を決定）

（４）新斎場最終候補地選定経過

①候補地評価書の作成
②１次スクリーニングエリアから候補地の抽出（８候補地）
③抽出した候補地を評価し、４候補地に絞り込み

斎場再整備検討委員会における検討

候補地選定会議における検討

※８→４候補地

②４候補地の中から斎場再整備検討委員会の評価をさらに具体的（詳細）に検討した結果、最終候補地
として「南部清掃工場跡」を選定。

※４→１候補地

２ 候補地選定及び建設地決定経緯の概要

参考資料

（１）斎場再整備検討委員会

エリアの抽出

候補地の抽出・絞り込み

地元住民報告・説明

①斎場再整備検討委員会において絞り込んだ４候補地について、より詳細な候補地区域を設定。

候補地：皆川城内高速南、現斎場及び東側、南部清掃工場跡、岩舟運動公園東側

（５）新斎場最終候補地決定の公表

記者発表

新斎場最終候補地が決定したことに伴い、地元住民や岩舟地域会議等に報告・説明後、記者発表を実施。

【主な流れ】

パブリックコメント
の実施による市民
意見の反映

基本構想・基本計画の策定、候補地選定方法、
候補地の絞り込み等、事業の構想の段階から
市民の意見を反映させることに努めてきた。

構成：学識経験者や葬祭業者、地域代表者等

平成２４年１１月

平成２６年９月

平成２６年１０月～平成２７年３月

③最終候補地が選定された旨を市議会へ報告

平成２７年７月

最終候補地決定

岩舟地域会議報告・説明

現在まで
２０回開催

選定→

検討委員会

選定会議

候補地の絞
り込みまで

最終候補
地の決定

役割分担

平成２７年６月

所 在 地 栃木市平井町３３８番地
供用開始 昭和５４年（約３８年経過）
敷地面積 ６，８９９㎡
延床面積 ８６５㎡
火葬炉数 ５基



斎場再整備事業これまでの経過 ４ 位置図

５ 計画図（参考図）

(主)桐生岩舟線

JR岩舟駅

JR大平下駅新斎場建設地
約２４，８００㎡

東武新大平下駅

国 道

県 道

市 道

凡例

火葬場

東武静和駅

計画区域

凡例

※地元自治会の事業受入れ及び要望書の提出

①新斎場建設地として南部清掃工場跡が選定された旨の正式発表を受け、地元三
谷地区住民で検討を行った結果、地元としては、新斎場建設を受け入れ、三谷
地区発展のため、地域づくりを推進していく考えである。

②新斎場の建設に伴う交通量の増加や火葬場からくる地域のイメージの悪化等に
係る対策を求める。

３ 環境影響評価の実施

目 的：新斎場の整備に先立ち、事業実施区域及びその周辺の環境を
調査・解析し、建設に伴う影響を予測・評価し、地元住民等
の不安解消や環境の保全に資することを目的としている。

調査期間：平成２８年１０月から平成２９年８月
調査項目：大気質、水質、土壌、騒音、振動、臭気、景観、動植物等

総合的評価 事業により動植物へのある程度の影響は避けられないものの、適切な保
全措置を講じることで、影響を最低限にすることができるとともに、事
業による生活環境、自然環境、景観への影響は小さいと評価した。
なお、本調査結果を栃木市環境審議会にて審議した結果、調査結果は適
切である旨了承を得ている。

調査の概要

要望書の趣旨

（６）新斎場建設地決定

新斎場の最終候補地決定に伴い、地元説明会や全戸訪問等を行い、施設の必要性や
最終候補地選定の経緯などについて説明・報告し、地元住民等への周知は十分に図
られたことから、南部清掃工場跡を建設地として決定し、建設に向けた具体的作業
に着手する旨を表明した。

①計５回の地元説明会の開催
②全戸訪問の実施

市の対応方針

・要望の実現に向け、検討を進めているところである。

【主な流れ】

新斎場建設地の決定

平成２８年１月

地元説明会や全戸訪問概ね事業
への理解を深めていただいた。

市議会報告
記者発表
市広報
各地域会議

正式発表

平成２９年７月
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ふれあいトークでの質問・意見 

 

１．ふれあいトーク事前質問（全文） 

  【新斎場について】 

    市民がこぞって待望している新斎場は、待望していないところに建設されることに

なったのかどうか、その後の経過について提示願いたい。 

    現在地平井町の住民に反対なく敷地の拡張にも積極的な協力が得られることから、

さらに全市的にも市の中央近く立地的にも現斎場の改築が最善と思われるがいかがか。 

 

【栃木市新斎場の動向について】 

   平成２８年８月２２日（月）栃木第６・７地区「平成２８年度まちづくり懇談会ふれ

あいトーク」を栃木第六コミュニティセンターで開催された際、新斎場の供用開始は、

平成３３年度末頃を目標としているとのことであった。 

    ついては、最近仄聞するところによると、「いくつかの自治会連合会から市当局に対

し陳情書が提出されている。」旨、伝え聞くところである。 

    ついては、現時点における新斎場の動向について、市当局の説明を願いたい。 

   なお、平井町の新斎場に対するスタンスは『来るものは拒まず。』であることを申し添

える。 

 

２．ふれあいトーク当日（フリートーク）の意見 

  ・南部清掃工場跡は、土砂災害警戒区域なので危険である。 

  ・広域農道の冬季凍結や降雪時の通行止めが問題である。 

  ・市の北の地域から南部清掃工場跡は市の中心ではないため遠い。 

別紙３ 




